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Effects of positive video clip on physiological activity:
The relationship between affective evaluation and physiological indices
Abstract
 The purpose of the present study was to detect the autonomic response specificity to 
positive video clips by elicited differential affective evaluation. Thirty-seven undergraduate 
students were exposed to four kinds of video clips and their physiological activities (heart 
rate, skin conductance level, and respiration time) were recorded.  After each viewing, the 
subjects were instructed to rate six feelings (tension-anxiety, depression-dejection, anger-
hostility, vigor, fatigue, and confusion) that occurred while watching the video clips. The 
results indicated that, the action clip, which induced tension and anxiety, was accompanied 
by the highest level of skin conductance and the lowest level of heart rate. Additionally, 
while the scenery video clip, which elicited relaxation, caused a slowdown of the breathing 
time, the drama clip, which featured the theme of bullying, caused heart rate acceleration. 
In conclusion, these results were supported by the Intake-Rejection theory, which concerns 
the deceleration of heart rate by focusing attention towards the environment and the 



























れている７）８）。また，Lang,  Greenwald,  Bradley & Hamm９）は快適度と大頬骨筋の活動の間
に正の相関があると述べ，中山10）は実験参加者が興味を抱いて画面に注目するカーチェイスの場
面では HR の有意な低下が生じることを明らかにし，本多ら２）の研究でもポジティブな動画は
HR の減速と結びつくことを報告されている。そして，Hubert & de Jong-Meyer11）は，Lacey 




呼吸速度が低下する10）とされている。その他，Yamada, Terada, Nakano & Kawaguri14）は，悲
劇系ビデオがストレスをもたらし，だ液中のコルチゾールは増加するが，喜劇系ビデオを見ると，
だ液中のコルチゾールが減少すると報告している。また，笑いは HR の加速15）や皮膚コンダクタ


































































編集し，Freemake Video Converter で WMV 形式に変換して保存した。そして，WMV 形式の
ファイルを PowerPoint に貼り付け，液晶モニターとヘッドフォンを介して，実験参加者に呈示










































　心電図については刺激呈示の開始を起点としてＲ波の Inter Beat Interval（以下 IBI）を求め
















　POMS の項目別に，呈示したビデオのスコアを示したのが Fig.1b である。緊張－不安の尺度
に関する各動画の評定値について，一元配置の分散分析を実施したところ，主効果が有意であっ
た（F(3,108)=91.79  p<.001  偏η２=0.718）。そこで，下位検定を行ったところ，最も評定値の高い
アクションは，他のすべてのビデオとの差が有意であった（アクションとドラマ t=5.70  df=36 
p<.001  d=0.70，アクションと落語  t=11.92  p<.001  d=2.55，アクションと風景  t=11.43  p<.001 
d=2.87）。さらに，ドラマと落語（t=7.66  p<.001  d=1.66），ドラマと風景（t=9.33  p<.01  d=2.14），
落語と風景（t=2.36  p<.05  d=0.54）の差も有意であった（質問紙に関連した下位検定はすべて
df=36であるので以降は記述を省略する）。





（F(3,108)=70.16  p<.001  偏η２=0.661），下位検定を行ったところ，ドラマとアクション（t=9.15 
p<.001  d=1.79），ドラマと落語（t=10.86  p<.001  d=2.40），ドラマと風景（t=9.36  p<.001  d=1.67）




ので（F(3,108)=105.5  p<.001  偏η２=0.746），下位検定を行った。その結果，ドラマとアクション
（t=10.36  p<.001  d=2.29），ドラマと落語（t=10.39  p<.001  d=2.37），ドラマと風景（t=10.37 





あった（F(3,108)=15.49  p<.001  偏η２=0.301）。そこで，下位検定を行ったところ，最も高いスコ
アの落語はドラマ（t=6.81  p<.001  d=1.73），風景（t=2.57  p<.05  d=0.55）との差が有意で，ア
クションとの差は有意傾向であった（t=2.02  p<.051  d=0.54）あった。また，最も活気のスコア






意であった（アクション　t=4.52  p<.001  d=0.73，落語t=5.67  p<.001  d=1.19，風景t=6.21  p<.001 














　各動画に対する平均 HR の結果が，Fig.2a に示された。一元配置の分散分析の結果，主効果は
有意傾向であった（F(3,102)=2.45  p<.1  偏η２=0.067）。
　次に，各ビデオ刺激に対する HR を，時間の経過に伴って３つのピリオドごとに分けて示した
のが Fig.2b である。各刺激と経過時間の２要因の分散分析を行った結果，ビデオの主効果，ビデ
オとピリオドの交互作用が有意であった（それぞれ F(2,68)=3.76  p<.05  偏η２=0.099，F(3,102)= 
3.51  p<.05  偏η２=0.094，F(6,204)=5.22  p<.001  偏η２=0.133）。そこで，第２ピリオドについて
一元配置の分散分析を行ったところ，主効果が有意であったので（F(.3/102)=6.38  p<.001  偏η２
=0.159），下位検定を行ったところ，最も HR が減速しているアクションと風景（t=3.68  df=34 
p<.001  d=0.22），そして，アクションと落語（t=3.22  df=34  p<.01  d=.18）との差が有意であっ
た。また，２番目に HR が遅いドラマと風景（t=3.03  df=34  p<.01  d=0.23），およびドラマと落
語（t=2.40  df=34  p<.05  d=0.19）の差が有意であった。同様に，第３ピリオドについても，主効
果が有意であったので（F(3/102)=3.02  p<.05  偏η２=0.08），下位検定を行ったところ，ドラマと




　各動画に対する SCL の平均値の結果を Fig.3A に示した。SCL はアクションに対して最も高い
値が得られた。一元配置の分散分析の結果，主効果が有意であったので（(3/108)=12.12  p<.001 
偏η２=0.25），下位検定を行ったところ，アクションとそれ以外のビデオとの差が有意であった
（アクションとドラマ　t=4.46  df=36  p<.001  d=0.44，アクションと落語　t=3.82  df=36  p<0.01 
d=0.42，アクションと風景　t=6.52  df=36  p<.001  d=0.59）。
　また，ピリオド別に得られた SCL の平均値を示したものが Fig.3b である。アクションを除く
３種類の刺激で SCL が時間経過とともに低下するのに対し，アクションに対する SCL は３分間
を通じてやや上昇気味で，極めて高い覚醒水準を維持していたことが伺われる。二元配置の分散
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分析の結果，ビデオの主効果（F(3/108)=25.29  p<.001  偏η２=0.41），ピリオドの主効果（F(2/72)= 
15.25  p<.001  偏η２=0.29），両者の交互作用（F(6/216)=8.36  p<.001  偏η２=0.18）が有意であっ
た。そこで，第２ピリオドについて一元配置の分散分析を行ったところ，主効果が有意であった
（F(3/108)=11.68  p<.001  偏η２=0.25）。下位検定を実施したところ，アクションとドラマ（t=4.24 
df=36  p<.001  d=0.51），アクションと落語（t=4.11  df=36  p<.001  d=0.50），アクションと風景
（t=5.33  df=36  p<.001  d=0.62）で差が有意であった。同様に，第３ピリオドについても，一元配
置の分散分析を行ったところ，主効果が有意であった（F(3/108)=13.23  p<.001  偏η２=0.26）。そ
こで，下位検定を実施したところ，アクションとドラマ（t=4.24  df=36  p<.001  d=0.67），アク
ションと落語（t=4.11  df=36  p<.001  d=0.60），アクションと風景（t=5.33  df=36  p<.001  d=0.79）
間で差が有意であった。




の種類に関する一元配置の分散分析を行った結果，主効果が有意であった（F(3,102)=9.26  p<.001 
偏η２=0.21）。そこで，下位検定を行った結果，ドラマとアクション（t=3.30  df=34  p<0.01 
d=0.26），ドラマと風景（t=3.83  df=34  p<.01  d=0.22），風景とアクション（t=2.40  df=34  p<.05 
d=0.26），風景と落語（t=2.90  df=34  p<.05  d=0.27）の差が有意であった。
　続いて，経過時間ごとに各刺激に対する１サイクルの平均呼吸時間を示したのが Fig.4b であ
る。２要因の分散分析を行った結果，ビデオの主効果（F(3/102)=9.26  p<.001  偏η２=0.21），ピ
リオドの主効果（F(2/68)=18.68  p<.001  偏η２=0.35）が有意で，交互作用については有意傾向で
Fog.4a　経過時間ごとの呼吸時間 Fig.4b　経過時間ごとの呼吸時間
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張に伴う SCL 値の上昇と，画面注目を示す HR の減速が起きることは明らかである。また，不快
な場面では HR は加速し，呼吸が早くなる。一方，呼吸時間が遅くなっている状態は，実験参加
者がリラックスしていることを示しているといえよう。
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